
小牧市民病院を受診された患者さんへ 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用されることを希望されない

場合は、下記の問い合わせ先にお問い合せ下さい。 

研究課題名 

（研究番号） 
経尿道的尿路結石破砕術の予防抗菌薬の選択に関する検討（251008） 

当院の研究責任者 

（所属） 
大西 克浩（薬局） 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 
森岡 悠（名古屋大学医学部附属病院 中央感染制御部） 

本研究の目的 

経尿道的尿路結石破砕術後に一部の患者さんは感染症を発症することがあ

ります。当院では術後感染予防のために、全国のガイドラインで推奨されてい

る手術前の尿培養の実施と手術前の抗菌薬の投与を行っています。しかし、術

前の尿培養のどの検出菌に対して、どの抗菌薬を選択することが感染予防にと

ってもっとも有効かについて未だわかっていません。 

そこで本研究では、術前尿培養から細菌が検出された患者さんにおいて、患

者さんの敗血症（細菌などが血液中に入って臓器障害などを引き起こすこと）

および菌血症（血液に細菌がはいること）の発症率に関して検証することで、

どのような抗菌薬を選択することが感染予防のために有効であるかを検討す

ることを目的としています。 

調査データ該当期間   2019 年 4 月 1日から 2025 年 3 月 31 日まで 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる患者さん 

当院で、2019 年 4月以降に経尿道的尿路結石破砕術の前の尿培養から細菌が

検出された患者さんを対象としています。なお下記の患者さんは対象外として

います。 

1. 17 歳以下の患者さん 

2.  経尿道的尿路結石破砕術後の経過が不明な患者さん 

3. 術前尿培養採取 14日以内に抗菌薬を使用した患者さん 

4. 経尿道的尿路結石破砕術実施前より発熱が認められた患者 

5. 術前尿培養から検出した菌の菌量が少ない患者さん 

6. 全国のガイドラインに記載の抗菌薬かつ、術前尿培養の検出菌に有効でな

い抗菌薬を使用した患者さん 

 

●利用する情報 

菌血症、敗血症の発症、年齢、性別、糖尿病の既往、結石性腎盂腎炎の既往、

術前のステント留置の有無および留置期間、予防の際に使用した抗菌薬、経尿

道的尿路結石破砕術の実施時間、術前尿培養からの検出菌、経尿道的尿路結石

破砕術後の血液培養および尿培養からの検出菌、尿沈渣の細菌や真菌の検出の

有無を電子カルテより調査します。 



試料／情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

該当なし 

個人情報の取り扱い 

この調査から得られた情報を患者様が安全に前立腺生検を行うためにフィー

ドバックしたいと考えています。具体的には、学会での発表や論文への投稿に

なります。一方、調査した結果は個人のものとしてではなく、集団の平均とし

ての情報が使用されます。そのため、個人を特定できるような情報が公表され

ることはありません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

お問い合わせ先 

愛知県小牧市常普請 1-20 小牧市民病院 

電話：（0568）76-4131  

責任代表者：薬剤師 大西 克浩 

備考 

本研究への参加は自由です。この研究への参加を断った場合や、参加に同意さ

れ、研究が開始された後に参加を取りやめることとなった場合においても、患

者様は一切不利益を被ることはありません。また、研究への参加を同意した場

合であっても、随時撤回することができます。 

 


